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　はじめに

サクラダイ属 Sacura は背鰭が 10 棘 14–18 軟条，

臀鰭が 3 棘 7 軟条，胸鰭 16–18 軟条，標準体長に

対する体高の割合が 41–50% であること，第 1 鰓

弓下枝の鰓耙数が 22–30 であることなどで特徴づ

けられる（Heemstra and Randall, 1979）．本属魚類

は S. boulengeri (Heemstra, 1973)， サ ク ラ ダ イ S. 

margaritacea (Hilgendorf, 1879)，S. speciosa 

Heemstra and Randall, 1979， お よ び S. parva 

Heemstra and Randall, 1979 の 4 有効種が報告され

ている（Heemstra and Randall, 1979）．

そのうち，日本からはサクラダイのみが報告

されている（瀬能，2013）．これまでサクラダイは，

国内において伊豆諸島，小笠原諸島，兵庫県から

九州北西岸にかけての日本海沿岸，茨城県，相模

湾から宮崎県の太平洋沿岸，鹿児島県本土（鹿児

島湾，薩摩半島西側）から記録されていた（瀬能，

2013）．

2016 年 11–12 月にトカラ列島中之島において，

サクラダイが 2 個体採集された．本標本は本種の

琉球列島からの初記録であるため，ここに報告す

る．

　材料と方法

計数・計測は Heemstra and Randall（1979）に

したがった．標準体長は体長と表記し，デジタル

ノギスを用いて 0.1 mm までおこなった．標本の

作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館に保管されており，体色の記載に

用いた生鮮時のカラー写真は同館の画像データ

ベースに登録されている．本報告中で用いられて

いる研究機関略号は以下の通り：KAUM（鹿児

島大学総合研究博物館）；KPM（神奈川県立生命

の星・地球博物館）．

　結果と考察

Sacura margaritacea (Hilgendorf, 1879)

サクラダイ　（Fig. 1, Table 1）

標本　KAUM–I. 96640， 体 長 141.9 mm， 雄，

鹿児島県十島村中之島西方，29°51′N, 129°43′E，

釣り，水深 150–200 m，2016 年 11 月 8–9 日，中

川 輝 幸；KAUM–I. 96754， 体 長 128.1 mm， 雌，

鹿児島県十島村中之島西方，29°51′N, 129°43′E，

釣り，水深 230 m，2016 年 12 月 5 日，中川輝幸．

記載　計測値と体各部の体長と頭長に対する

割合を Table 1 に示した．体は卵型で側扁する．

KAUM–I. 96640 の頭部背面は吻端から頭頂にか

けて直線的に盛り上がり，その後緩やかに曲がる．

KAUM–I. 96754 の頭部背面は吻端から眼上にか

けて緩やかに曲がるが，眼上付近でやや凹み，そ

の後やや急に曲がり背鰭基底に達する．口は大き

く斜位で，主上顎骨後縁は瞳孔中央を越える．

トカラ列島中之島から得られた琉球列島初記録のハタ科サクラダイ
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KAUM–I. 96640 の 前 鼻 孔 は 破 損 し て い た．

KAUM–I. 96754 の前鼻孔は短い鼻管を形成し，

吻端と眼窩前縁の中央より後半に位置する．後鼻

孔は前鼻孔の斜め上後方，眼窩付近に位置する．

主鰓蓋骨後端に 3 本の棘を有し，中央のものが最

大である．前鰓蓋骨縁は鋸歯状で，後縁下端に 2

Fig. 1. Fresh specimens of Sacura margaritacea from Nakano-shima island, Tokara Islands, Kagoshima, Japan. A, KAUM–I. 96640, 141.9 
mm standard length; B, KAUM–I. 96754, 128.1 mm standard length.
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本の棘を有する．下鰓蓋骨下縁は鋸歯状である．

両顎は絨毛状歯帯を有し，歯帯の幅は前方で広く，

後方で狭い．上顎前方部の左右に 1–2 本のやや大

きな犬歯状歯がある．下顎の先端に前方へ張り出

す 1 対の大きな犬歯状歯があり，側方の中央付近

に左右 2 対のやや大きな犬歯状歯がある．鋤骨と

口蓋骨に絨毛状歯帯を有する．舌歯を欠く．側線

鱗列は完全で，鰓蓋上方から背鰭第 6 棘基底直下

にかけて曲線をなすように上昇し，背鰭基底後端

直下にかけて緩やかに下降し，その後体軸上をは

しる．背鰭始部は鰓蓋上端より前方に位置し，背

鰭第 3 棘が最長で，雄個体（KAUM–I. 96640）で

は著しく伸長する．背鰭第 3 軟条が糸状に伸長す

る．腹鰭起部は背鰭第 4 棘基部直下に位置し，腹

鰭先端は背鰭第 1 軟条基底直下に位置する．胸鰭

基底上端は背鰭第 4 棘基底直下に位置し，胸鰭先

端は臀鰭起部直上に位置する．臀鰭起部は背鰭第

4 軟条基底直下に位置する．尾鰭は深く湾入し，

上下葉の先端が糸状に伸長する．

生鮮時の色彩　KAUM–I. 96640（Fig. 1A）は，

下顎先端から上顎前方を横切り眼の下縁を通り，

鰓蓋後端にかけて黄色帯がはしる．吻端から眼の

上縁を通り，頭頂部にかけて黄色線がある．体側

上方は黄色を呈し，背鰭基底部は黒色がかる．胸

鰭基底後方から体側中央部を経て尾柄部下方にか

けては赤みを帯びた桃色を呈する．体側下方は薄

い桃色を呈する．銀白色斑が側線を挟むように不

規則に体側上方に並ぶ．胸鰭基底上端から体側下

Sacura margaritaceus
n = 2

 Standard length (SL, mm) 128.1–141.9
Counts modes

Dorsal-fin rays X, 16–17 X, 16 or 17
Anal-fin rays III, 7 III, 7
Pectoral-fin rays 17 17
Pored lateral-line scales 28–29 28 or 29
Gill rakers (upper + lower = total) 11–12 + 23–24 = 34–36 34 or 36

Measurement (% of SL) means
Body depth 43.3–44.3 43.8
Head length 34.1–35.0 34.5
Pectoral-fin length 32.7 32.7
Pelvic-fin length 25.8–26.5 26.2
Caudal-peduncle length 19.8–20.6 20.2
Caudal-peduncle depth 13.3 13.3
First dorsal-fin spine length 5.9–6.2 6.1
Second dorsal-fin spine length 9.8–11.2 10.5
Third dorsal-fin spine length 17.3–42.9 30.1
Fourth dorsal-fin spine length 14.1–15.3 14.7
Third dorsal-fin ray length 45.0–46.8 45.9
Anal-fin length 25.6–25.9 25.7
First anal-fin spine length 7.4–9.1 8.2
Second anal-fin spine length 15.9–17.0 16.4
Second anal-fin ray length 16.4–18.7 17.5
Pelvic-fin spine length 18.8–20.1 19.5

Measurement (% of HL) means
Snout length 24.1–25.4 24.8
Orbit diameter 27.3–29.0 28.1
Interorbital width 26.9–27.9 27.4
Postorbital distance 50.4–50.6 50.5
Upper jaw length 43.4–45.8 44.6
Maxilla depth 19.4–19.9 19.6

Table 1. Counts and proportional measurements of specimens of Sacura margaritaceus from Nakano-shima island, Japan.
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方を通り尾柄部後端にかけて銀白色斑が不規則に

並ぶ．背鰭鰭膜は薄い桃色だが，7–10 棘間の鰭

膜は黒色を帯びる．背鰭棘と背鰭軟条は黄色であ

る．胸鰭は赤みを帯びた桃色である．腹鰭は黄色

がかった桃色で先端に向かうにつれ赤色に近づ

く．臀鰭は黄色がかった桃色．尾鰭は黄色で，下

葉は赤みがかる．

KAUM–I. 96754（Fig. 1B）は，下顎先端から上

顎前方を横切り眼の下縁を通り，鰓蓋後端にかけ

て黄色帯がはしる．吻端から眼の上縁を通り，頭

頂部にかけて黄色線がある．体側上方は黄色を呈

し，かすかに銀色がかった赤色斑が不規則に並ぶ．

体背面の輪郭に沿い不明瞭な黒色斑が並ぶ．胸鰭

基底後方から体側中央部を経て尾柄部下方は銀白

色がかった桃色を呈する．体腹部は銀白色．背鰭

鰭膜は薄い桃色を帯びた黄色だが，7–10 棘間の

鰭膜に大きな黒色斑がある．背鰭棘と背鰭軟条は

黄色である．胸鰭は赤みを帯びた桃色である．腹

鰭は薄い桃色で先端がほのかに赤みを帯びる．臀

鰭は薄い黄色．尾鰭は黄色．

分布　Sacura margaritacea は日本，韓国，台湾，

およびニューカレドニアに分布する（Fricke et al., 

2011；瀬能，2013）．日本国内では伊豆大島（加藤，

2014），八丈島（古瀬ほか，1996；加藤，2014），

小 笠 原 諸 島（ 座 間・ 藤 田，1977； 菅 野 ほ か，

1980），茨城県（舟橋，1998），神奈川県三浦半島

南西部沿岸（工藤・岡部，1991），三崎市（山田・

工藤，2011），相模湾（林・西山，1980；Senou et 

al., 2006），駿河湾（Heemstra and Randall, 1979），

静岡県熱海沿岸（瀬能ほか，1998），大瀬崎（霞，

1994），三保（鈴木，1994），三重県伊勢湾，和具

沖，三木浦，二木島湾，および熊野灘（片岡・富

田，1981），和歌山県南部（池田・中坊，2015），

白 浜（Heemstra and Randall, 1979）， 高 知 県

（Kamohara, 1958），柏島（平田ほか，1996），愛

媛県宇和海（辻・平松，1987），宮崎県折生追（田

中，1921），福井県（手賀ほか，2014），京都府鷲

崎沖（田城ほか，2017），兵庫県浜坂町（鈴木ほか，

2000），山口県日本海沿岸（河野ほか，2011），長

崎県対馬（青海ほか，1977；Heemstra and Randall, 

1979），橘湾（篠原ほか，1988），薩摩半島西側（岩

坪ほか，2011），鹿児島湾（岩坪ほか，2011），お

よびトカラ列島中之島（本研究）などから記録さ

れている．

備考　中之島から採集された標本は，背鰭棘

数が 10 であること，背鰭軟条数が 16–17 である

こと，臀鰭軟条数が 7 であること，胸鰭軟条数が

17 であること，舌上に歯板を欠くこと，背鰭軟

条が糸状に伸長すること，および尾鰭が三日月形

で上下葉が伸長することなどから，瀬能（2013）

が記載したサクラダイ S. margaritacea の標徴とよ

く一致したため，本種に同定された．さらに，

KAUM–I. 96640（体長 141.9 mm; Fig. 1A）は背鰭

第 3 棘が著しく伸長すること，背鰭 7–10 棘間の

鰭膜に黒色斑を欠くこと，一方，KAUM–I. 96754

（体長 128.1 mm; Fig. 1B）は背鰭第 3 棘が伸長し

ないこと，背鰭 7–10 棘間の鰭膜に大きな黒色斑

があることなどが，瀬能（2013）が示したそれぞ

れサクラダイの雄，雌の特徴と一致した．このよ

うにサクラダイは雌雄で色彩が異なるため，かつ

てサクラダイ S. margaritacea とオウゴンサクラダ

イ S. pulcher (Steindachner and Döderlein, 1883) の 2

種が生息するとされていた（田中，1921）．しかし，

黒田（1931）はこれらが雌雄であることを確認し，

田中（1921）が報告したサクラダイはサクラダイ

の雄，オウゴンサクラダイはサクラダイの雌であ

ると結論付けた．

現在までに，サクラダイ属は 4 有効種が知ら

れており，そのうちサクラダイは日本，韓国，台

湾，およびニューカレドニアと比較的広く分布す

る（Fricke et al., 2011；瀬能，2013）が，同属他

種は局所的な分布を示し，S. boulengeri はオマー

ン湾，S. speciosa はインドネシア・セレベス・マ

ナド湾，および S. parva はティモール海から記録

されている（Heemstra and Randall, 1979）．また，

サクラダイは S. boulengeri と比較して，背鰭軟条

数が 16–17（S. boulengeri では 14）であること，

下肢鰓耙数が 23–24（30–33）であることから，

また S. speciosa と S. parva と比較して，側線有孔

鱗数が 28–29（S. speciosa では 33，S. parva は 34）

であることなどから識別可能である（Heemstra 

and Randall, 1979；本研究）．
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瀬能（2013）はサクラダイの生息水深を 10–

110 m と記載したが，本研究で使用した中之島産

の標本はそれよりも深い 150–230 m から得られて

いる．さらに，喜界カルデラは鹿児島県薩摩半島

から 40 km 南方の海域に位置する（小林，2008）が，

サクラダイの水中写真（KPM-NR 101880）がし

んかい 2000 によって着底深度 510 m で撮影され

ている．したがって，サクラダイは鹿児島県の島

嶼域では深場（150 m 以深）に生息していること

が示唆された． 

これまでサクラダイは，鹿児島県内において

薩摩半島西側と鹿児島湾から記録されている（岩

坪ほか，2011；瀬能，2013）．そのため記載標本

は琉球列島におけるサクラダイの標本に基づく初

めての記録となる．
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